
.、
f

1本1本のオリジナル・アナログテープに対して正確なアジマス調整を施す
（再生機はスチューダーABO)

Sadie Digital Audio Workstationを使ってのマ
スタリング作業

EMIのカタログの中核をなす名録音の

SACDのためのリマスタリングについて

EMIが誇るこれらの歴史的なレコーデイングは、ロンドンのアビイ ・ロード ・

スタジオで 4人のエンジニアによ って、オリジナルのアナログ・マスターからハ

イブリッド盤 SACDのリリースのためにリマスタリングされました。サイモン・

ギブソン、イアン・ジョーンズ、アンディ・ウォルター、アラン・ラムゼイとい

う4人のエンジニアは、いずれも長年にわた って EMIだけでなく、他のレーベ

ルのためのレコーデイングにも携わり、マスターテープのアーカイヴにおけるリ

マスタリングにも豊富な経験をもつヴェテラ ン・エンジニアたちです。

これらの SACDのためのリマスタリング作業は、まずロンドンの EMIのアー

カイヴに保管されている金属原盤やオリジナルテープを探し出し、それらを、そ

れとは異なるソースや以前 CD化する際につくられたデジタルマスターと比較す

ることからはじまりました。その際に私たちがまず頼りにしたのは、それぞれの

レコーディングを担当したエンジニアとプロデューサーが録音セッ ションについ

て詳細に書き残した記録ファイルで、それによ って、なぜオリジナルマスターと

は別のテープがワン ・セット存在するのかといった理由も分かるのです。これら

のレコーディングは 78回転の SPレコードからモノーラルとステレオのアナロ

グテープまで多岐に渡り、録音年 も1930年代から 1970年代にまで及んでいます。

そして、そのソースがフランスで制作された場合は、私たちはそれらのオリジナ

ル・マスターテープをフランス EMIから取り寄せました。こうして集められた

テープのコンデイションは、幸いとても良い状態にあったので、私たちはそれら
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を、再生特性等をきわめで慎重に調整した 4分の 1インチ・テープ用のスチュー
f 

ダーの ASOで再生しました。

さらに SACDのためのリマスタリングに際しても、私たちが保有している

最良の機材を使用して行われており 、アナログマスターはまず、Prism社の

ADA-8コンバーターを介して 96KHz/24ビットに変換され、それらが Sadie社

の DigitalAudio Workstationに保存されます。そして、その際にクリック音や

パチパチノイズ、テープヒスなどが鑑貸の大きな妨げになると判断した場合にの

み、 Cedar社の音声復元テクノロジーを使用して、それらを取り除きました。ま

た、 SACDのカップリングと曲順に従った最終綱集において、その方がベター

だと判断した時には、曲間や楽章間にアンビエンスを加えて編集しています。

そして、 音屈レベル等 を合わせる最終ヴァージョンの調整は、 EMI独自のテ

クノロジーである TG12412とトーン ・コントロ ール・ボックス 12414というア

ナログ・イコライジングシステムによ って行い、その他の機材やプロセスは一切

使用していません。こうして製作されたリマスターがその目的に応じてハイブ

リッド盤の CDとSACDのための DSDフォ ーマットに合わせてマスタリングさ

れ、製造現場へと送られるわけです。

これらの偉大なレコーディングがSACDのような高精度なフォ ーマッ トでリ

リースされるのはこれが初めてであり、リスナーの方々には、これまでになく明

晰で精細な音によ ってこれらのかけがえのない演奏を楽しんで頂けると確信して

います。

サイモン・ギプソン、 2011年 11月

（訳：歌崎和彦）
左からサイモン・ギブソン、イアン・ジョーンズ、アンディ・ウォルター
（アピイ・ロード・スタジオ前にて）
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リスト
Franz LISZT 

超絶技巧練習曲集（全12曲）
12£TUOES O'EX£CUTIONTRANSCENDANTE 

⑫メフィスト・ワルツ第1番（村の居酒屋での踊り）
MEPHISTDVALSE NO 1 S S14 DERTANZ IN DER DORFSCHENKE 

⑭ 2つの演奏会用練習d11より〈小人の踊り〉
LA RONDE DES LUTINS (ETUDE DE CONCERT N"2) 

11'21" 

2'50" 

工第 11111:前奏,11,ハ長閲
No. t-P,elud,o in C maJm 

②第 21111:イ短閥
No. 2, in A m,no, 

0'54" 

2'04" 

図第31111:風景 へ長調
No. 3, Paysage in F maJm 

困第4tllJ: マゼッパ ニ短閥
No 4 Mazeppa in D mmo, 

固第 5,u,: 鬼火 変口長潤
No S・Feu, follets in B flat major 

園第 6曲：幻影 卜短閾
No 6-Vis,on ,n G mmor 

5'18" 

7'21" 

4'02" 

4'51" 

田第7IIIJ: 英雄変ホ長閥
No 7 E,oica in E flat ma,o, 

⑧第 8!III: 狩りハ短謂
No.B・WoldeJagd on C mono, 

園第9IIIJ: 屈想変イ長謂
No. 9, Roco,dan,a ;n A flat majo, 

5'03" 

5'34" 

ジョルジ・シフラ （ピアノ）
GYQRGY CZIFFRA, Piano 

⑩第 10'"':ヘ短調
No ,O•;n F mmo, 

⑪第 11IIIJ: タベの関べ変二長濶
No 11, Ha,rnon,es Du So" ;n D flat rnajo, 

⑫第 12IIIJ: 雪かき 変口長閥
No.1Hhasse-ne,ge ;n Bflat rn;no, 

9'04" 

S'11" 

10'14" 

4'38" 

Reeocdedc 26, 27 Novembec 1957 (Etudes) 

19 Deeembec 1957 (Mephlsto Valse No.I) 

25, 27 Febrnacy, 30 May & 26 June 1958 (La rnnde des lutlns), Salle Wagcam, Pam 

Prndumc Nocben Gamsohn 

Balance Englnmc Thomas GaIIIa 

Remasteclng Englnmc Simon Gibson 
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言語を絶する趙絶技巧と楕調馘い抒情性

～ジョルジ・シフラの 〈渇絹鮭~蔚ldlJ集》

リストのピアノ作品は、リストが生きた時代には作曲者以外は弾け

ないとまで言われたほどの超難曲だったわけだが、ヴィルトウオーゾ

演奏家が珍しくなくなっている現代にあって、私たちは演奏家の超絶

技巧には滅多に驚かなくなっている。第一線で活躍する演奏家はそも

そも高度な演奏技術が最低限でも必要とされるからだが、それでもジョ

ルジ・シフラのピアノ演奏には誰もが度肝を抜かれるのではないだろ

うか。それもシフラはピアノ演奏の基礎レッスンを受けていないとい

うのだから 2度ビックリである。シフラの連指は常識では計れない奏

法だそうで、初来日の演奏に接したある評論家が、シフラの指使いの

あまりの無茶苦茶加減に〈野放しの子供のよう〉と書いている。それ

は彼がブダペストのリス ト音楽院で専門教育を受ける以前は、ほとん

ど独学で演奏技術を身につけてきたからなのだが（子供の頃はサーカ

ス団で客の リクエス トに応えてポピュラー音楽の素材を使って即興演

奏を したとかいうエピソードが伝えられている）、そんなシフラの超絶

技巧はまさしく破格と言っていいのではないか。しかし超絶技巧など

という表面的で薄っぺらな軽業がシフラのピアノの魅力であるなら、

彼の演奏を記録した レコードは時の試練に到底耐えることはでさ な

かったのだし、人々の記憶からも消えてしまっているはずなのだ。〈野

放しの子供のよう〉だと評した評論家が同じところに、 〈シフラほど自

由に生き生きとリストの作品の核心にある躍動的な調子のよさを表現

できる人はまれである〉と書いているが、シフラのピアノ演奏に哨き

出すような情熱を誰もが強く感じるのではないだろうか。

いささか無機的に始まるシフラのピアノを聴いて眉をひそめる聴き

手もあろ うかと思うが、しかしそのゴー ジャスなダイナミズムは大き

な魅力だ。第2曲の急き立てられるような焦燥の中にあふれ出る悲愴

感から して、聴き手の胸を締めつけるではないか。落ち着いた静けさ

からゆったりと した盛り上がりを見せ、再び閑寂の中に沈んでいく第

3曲〈風景〉に漂う叙清のしっとりとした艶っぽさにグッとくる聴き

手は多いはずだ。続く〈マゼッパ〉の、時に無機的な牌きにまで達す

る破裂する よう なダイナミズムには舌を巻くばかりだし、第 5曲〈鬼火〉

の軽やかな響きが持つ迫力や凄みにも驚戦の念を禁じ得ない。シフラ

のピアノは尻上がりに聴き手の胸を躍らせる。第6曲〈幻影〉のII音＜

陰鬱な凄み、 〈英雄〉の孤独感、 〈狩り 〉のダイナ ミズムはすさまじい

と形容する他はないが、それ以上に、悲劇的な色にすっかり染められ
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譴を絶する超絶技巧と格調蒻い抒情性

～ジョルジ・シフラの〈潟損鮭紅分貞習d11巣》

リストのピアノ作品は、リストが生きた時代には作曲者以外は弾け

ないとまで言われたほどの超難曲だったわけだが、ヴィルトウオーゾ

演奏家が珍しくなくなっている現代にあって、私たちは演奏家の超絶

技巧には滅多に鷺かなくなっている。第一線で活躍する演奏家はそも

そも高度な演奏技術が最低限でも必要とされるからだが、それでもジョ

ルジ・シフラのピアノ演奏には誰もが度肝を抜かれるのではないだろ

うか。それもシフラはピアノ演奏の基礎レッスンを受けていないとい

うのだから 2度ビックリである。シフラの運指は常識では計れない奏

法だそうで、初来Hの演奏に接したある評論家が、シフラの指使いの

あまりの無茶苦茶加減に〈野放しの子供のよう〉と書いている。それ

は彼がブダペストのリスト音楽院で専門教育を受ける以前は、ほとん

ど独学で演奏技術を身につけてきたからなのだが（子供の頃はサーカ

ス団で客のリクエストに応えてポピュラー音楽の素材を使って即興演

奏を したとかいうエピソードが伝えられている）、そんなシフラの超絶

技巧はまさしく破格と言っていいのではないか。しかし超絶技巧など

という表面的で博っぺらな軽業がシフラのピアノの魅力であるなら、
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彼の演奏を記録したレコードは時の試練に到底耐えるこ とはでさな

かったのだし、人々の記憶からも消えてしまっているはずなのだ。〈野

放しの子供のよう〉だと評した評論家が同じところに、 〈シフラほど1・1

由に生き生きとリストの作品の核心にある躍動的な調子のよ さを表現

できる人はまれである〉と書いているが、シフラのピアノ演奏にl腹き

出すような情熱を誰もが強く感じるのではないだろうか。

いささか無機的に始まるシフラのピアノを聴いて眉をひそめる聴き

手もあろう かと思うが、しかしそのゴー ジャスなダイナミズムは大き

な魅力だ。第2曲の急き立てられるような焦燥の中にあふれ出る悲阻

感からして、聴き手の胸を締めつけるではないか。落ち着いた静けさ

からゆったりとした盛り 上がりを見せ、再び閑寂の中に沈んでいく第

3曲〈風景〉に漂う叙情のしっとりとした艶っぽさにグッとくる聴き

手は多いはずだ。続く〈マゼッパ〉の、時に無機的な響きにまで達す

る破裂するようなダイナミズムには舌を巻くばかりだし、第 5曲〈鬼火〉

の軽やかな評きが持つ迫力や凄みにも驚嘆の念を禁じ得ない。シフラ

のピアノは尻上がりに聴き手の胸を躍らせる。第6曲 〈幻影〉の暗く

陰誓な凄み、〈英雄〉の孤独感、〈狩り〉のダイナミズムはすさまじい

と形容する他はないが、それ以上に、悲劇的な色にすっかり染められ
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てしまった激しい衝動に僕はグッと感じ入ってしまうのだ。そして第、

9曲〈回想〉のなんという高い格調だろうか。タイトルのない第 10番

ヘ短調も爆発的な清熱が聴き手の胸を熱くする。〈タベの調べ〉の高い

気品と豊かな抒情性にはすべての聴き手が胸を強く 霞わせるに違いな

い。終曲の〈雪かき〉にいたっては激しく燃える情念の炎、聴き手を

追い立て煽るような衝動が聴き手を悶えさせずにいない。

彼のピアノ演奏に彼の前半生の投影を読むのはいささか気が引ける

が、しかしシフラのはじけるようなパッションの意味づけを彼がなめ

た辛酸の解放にあると考えたとしても、あながち的外れにはならない

と思う。彼はリスト音楽院での勉強中に第2次世界大戦のために徴兵

され、捕虜にまでなるが、戦後はさらに悲惨な体験が待っていた。当

時のソ連軍支配のハンガリーを脱出しようとして失敗し、 50-53年

は獄中で囚人としての生活を余儀なくされたのである。政治的な信念

の違いによ って囚人にされたことへの憤りと屈辱をシフラは終生忘れ

なかったという。表現の自由に対する衝動と執念は、そもそも自由な

国に住んで、それを取り上げられた経験のない私たちには想像できな

いほど猛烈なものがあったであろう。

このデイスクに収められたリストの《超絶技巧練習曲集》には確か
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にリストの生命が、永遠たるリス トの生命が躍動しているとは息わな

いか？ 孤高のリスト弾き、絶頂期の記録……。はじけるようなバッ

ションから暗く深く沈む絶望に至る表現のダイナミズムに、 1哭はシフ

ラのアーティス トとしての一途な心を聴くのだ。

今匝それがSACDで登場した。そのフォ ーマ ットの優位性は索哨,.

しいが、それ以上にオリジナル・マスタ ーからの的確なリマスタリ ン

グに拍手を送りたい。それも EMIの本拠アビイ・ロードのクラシ ック・

スタッフにより行われたことが嬉しい。以前のシリーズのように CD

フォーマットを考慮した聴きやすさを重点にしたものではなく、オリ

ジナル録音にあくまでも忠実な再現により、シフラのピアノ奏法、音

色などが鮮明に浮かび上がってくる。これにより彼への評価もまた今

まで以上に正当になされるだろうことを期待している。

リスト：超絶技巧練習曲集（全12曲）

フランツ・リストは 7歳の頃から父の手ほどきでピアノのレッスン

を始めている。瞬く間に上達した少年フランツは、 1822年、 11歳の頃、

家族と共に移住したウィーンでチェルニーにピアノを、サリエリに作

曲を学んでいる。罵くべきことにこの年の暮れに最初の演奏会を開い
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て大成功を収めたと伝えられているのだ。翌23年に家族はパリに移住。

リス トはパリの社交界でも大成功を収めた。さらにフランス、 イギリ

ス各地でもセンセーションを巻き起こすような成功を収めている。

26年、リス ト15歳のときに 《超絶技巧練習曲集》 Sl39の最初の形

である《12の課題の練習曲》Sl36を作曲。リス トの作曲家としてのキャ

リアがここに始ま ったのである。

その後、 リス トはベル リオーズ、パガニーニ、ショパンらに会い、

彼らから大きな影評を受けた。特にショパンとの親交は、リ ス トのロ

マンティックな作風をより 豊かで詩的にすることに作用したと思われ

る。また、同じ頃、ダグー伯爵夫人との恋が始ま っている。夫人との

恋は長くは続かなかったが、その間プランディーヌ、コージマの姉妹、

一人息子のダニエルという 3人の子供をもうけた。

37年、 リス トは夫人とイタ リアに赴き、 《24の大練習曲集》 Sl37を

書いた。この作品は Sl36の 《12の課題の練習曲》の大幅な改訂版で

あり、 《24の～》 とはなっているが、 実際に作曲されたのは 12曲のみ

である。そしてこの《24の大練習曲集》の12曲が51年の 《超絶技巧

練習曲集》Sl39の12曲へと発展するのである。その間、 リス トはヨー

ロッパ各地で絶賛を博し、コンサート・ ピアニス トとしての絶頂期を
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迎えていた。また、ダグー伯爵夫人との関係は破},,)を迎え、 ザイ ン＝

ヴィッ トゲンシュタイン侯爵夫人との関係が始まっている。この新 し

い恋は、リス トがピアニス トから指揮者ヘシフ トする後押しをする こ

とになった。侯爵夫人はピアニス トとして各地を旅する,u和から、ひ

とところに腰を落ち着けて作曲に集中する ように勧めたのである。リ

ス トはワイマールに居を定め、同地の宮廷楽長に就任 した。リス トの

主要な作品はこのワイマールの楽長時代に生み出されたのであり、《12

の課題の練習曲》や 《24の大練習鼎集》 を大き く発展させた 《超絶技

巧練習曲集》 Sl39もこの時期に書かれたのである。作曲と指椰活動に

専念した リストは自作品の演奏はもちろん、 多くの作品の上演、 演奏

にも尽力 した。その中にはワーグナーの 《タンホイザー》や 《ローエ

ングリン》、シューマンの 《ゲノヴェーヴァ》 や 《マンフ レッド》など

が含まれていたのである。

メフィスト・ワルツ第1番（〈村の居酒屋の踊り〉～《レーナウのファウストに

よる 2つのエピソード》より第2曲）

リストはゲーテの《ファウス ト》に非常に大き な感銘を受けて 《ファ

ウス ト交響曲》を作曲しているが、ハンガリーの詩人ニコ ラウス ・レー
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ナウの《ファウスト》にも霊感を受けて、 1860-61年に《2つのエピ ，

ソード》を作曲した。第2曲の〈村の居酒屋の踊り〉は特に有名で、 2

手ピアノ、 4手ピアノの編曲がある。メフィス トフ ェレスが弾く陶酔

的なヴァイオリンに合わせて農民たちが踊るというシーンで、《メフィ

スト・ワルツ第 1番》と呼ばれることが多い (1880年に《メフィスト・

ワルツ第 2番》が作曲されている）。

2つの演奏会用練習曲より〈小人の踊り〉

1862-63年にローマで作曲された。第1曲〈森のささやき〉とともに、

リストらしい超絶技巧の中に円熟した詩情の漂う佳品である。
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ジョルジ・シフラ

1921年ハンガリー生まれ。病と貧困の生活苦のなかでピアノを始め

たのが6歳の頃だったが、まともな楽譜もなく、基礎的な運指の教育

も受けていない。その後、リスト音楽院で学び、デビューするが、第

2次大戦への従軍で片耳の聴覚を失い、戦後は亡命に失敗して数年間

の強制収容所生活を余儀なくされた。56年のハンガリー動乱に乗じて

国外脱出。その後は西側で精力的に活動した。94年1月、肺癌のため

パリの病院で亡くなった。

（松沢怠）

〈取り扱い上の ご注意〉 ●ティスクは両面共、指紋、汚れ、キス＇等を付けないように取り扱って下さい。●ディ

スクが汚れたときは、メガネふきのような柔らかい布で内固から外周に向かって放射状に軽 くふき取って下さい。

レコード用クリーナーや溶剤等は使用しないで下さい。●ディスクは両面共、鉛箪、ボールペン、 油性ペン等で文

字や絵を書いたり、シール等を貼付しないで下さい。 ●ひび割れや変形、又は接猜剤等で補脩したディスクは、危

険ですから絶対に使用しないで下さい。

〈保管上のご注意〉 ●直射日光の当たる場所や、高温・多湿の場所には保管しないで下さい。 ●ディスクは使用後、

元のケースに入れて保管して下さい。 ●プラスチックケースの上に重いものを置いたり、落としたりすると、ケー

スが破損し、ケガをすることがあります。




